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　鹿児島県の産業構造を就業別人口によってみると，
昭和40年において，第1次産業50．6％，第2次産業
］5．8％，第3次産業33．6％で，全国平均からみても
著しくおくれているoこれは，工業化が進んでいない
ことを端的に示す指標である。もちろん工業があるに
はあるが，それは農林・水産など第1次産品の加工業
が主である。さつま芋に代表されるように，でん粉，
しょうちゅう，そして水産物などの食品加工，それに
木材，木製品加工が圧倒的で，付加価値率の低い軽工
業と内需型工業がほとんどで経営規模は零細である。
従って近代工業といえるものは，2，3の例外を除い
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てみるべぎものがないQ
　なぜ鹿児島には工業が発展しないのか。それについ
て，鹿児島県企画部企画課（『鹿児島県の現状と問題
点』昭和42年8月，33頁）は次の事柄を鹿児島県工業
の現状として特徴づけているが，その特徴が同時に発
展を妨げる原因でもあるから，これらを工業発展の阻
害要因といってもよいであろう。
　1）地場資源（農林水産物）に強く依存した立地の
　　形態が多い。
　2）軽工業のウェイトが高く，かつ小規模経営が多
　　い0
　3）基幹となる重化学工業をもたない。
　4）特産品を除くと市場圏が狭くせいぜい南九州，
　　または九州全域を対象とするにとどまり阪神・京
　　浜を圏域とするものは少ない。
　5）地場の小資本の割合が高く，中央資本のウェイ
　　トが低い。従って同族経営的色彩が強く資本の流
　　動性に乏しく閉鎖的である。
　6）活用し得る資源の中で特色のあるものは少なく
　　その利用にも限度がある。また地元企業に技術が
　　不足しているために十分に活用し得ない面もあ
　　る。
　しかし，最近はこうした状態から脱却する地域開発
が活発に進められている。その代表的なものが，鹿児
島臨海工業用地の開発で，すでに製材木工団地，機械
金属団地などの団地造りが進んでいるが，特に注目す
べきものは，日本石油の手で鹿児島市の南に原油貯蔵
基地の建設が進められていることであり，それが完成
すれば10万トンの貯油能力をもつ原油タンクが60基も
並ぶという。その埋立て工事の状況を視察したが，揖
宿郡喜入町の海岸を沖合い1，400メートルまで埋立て，
ここに約260万平方メートルの用地を造成する予定だ
という。完工のあかつきには，20万トンタンカーが中
近東から原油を運んでくることになるから，ここは近
い将来に一大偉観を呈するであろう。
　これに勢いを得た県当局は，臨海工業地帯の規模拡
大を計画し，港湾整備5力年計画を立てて，谷山工業
港を拡大し，3－5万トン級の船舶が入港可能である
ようにしようとしている。しかし，工業用水について
は必ずしも楽観を許さない。そこで県では，県民の生
活用水需要を考えながら工業用水道の建設について調
査を進めている。
　しかし，全体としてみるとぎ，南九州（宮崎県も同
様）は，東京・大阪などの大消費市場から遠く離れて
交通不便であるところに最大の問題点がある。そのこ
とは鹿児島県知事金丸三郎氏が「要望書」（昭和42年
8月）において，「道路整備の促進について」，「新空
港の建設促進について」，「鹿児島本線の電化の早期実
現について」を強く訴えていることからもうかがえ
るQ
　交通が便利になれば工業ばかりでなく，美しい火
山，豊富な温泉，変化に富んだ海岸線など実に恵まれ
た観光資源が，．飛躍的に開発されることにもなるであ
ろうQ
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